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1. Weight 10ss on heating 
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Abstract 
九アolcanicglasses， consisting of obsidian， perlite and pitchstone， from Hokkaido， Japan have 
b同 nr巴searchedwith thermogravimetric analyses 日nc1techniques of h巴atingat constant tem司
perature. 
The volatiles of periite anc1 pitcI1stone have rapic11y been driven off by heating at tempera-
tures below 5000 or 600oC.， but even if above the figure the volatile remains only a few tenths of 
a per cent， but is held with much greater tenacity. The volatile of obsic1ian has gradually heen 
lost by heating until high temperature， except that it breaks into expulsion by heating at about 
4000C. anc1 7000 -800oC. The volatiles in perlite and pitchstone from Hokkaido are in a different 
state of combination. One is easily released on heating at low temperature， and the other is 
barely released on heating at high temperature. 
It is inferred that major portion of the low-temperature volatiles are HzO content which 
exists as free water and hydrogen-bonded water; that on the oth己rhand， the high-temperature 
volatiles of perlitic glasses anc1 the volatiles of obsidian are largely pristine wat巴r，which exists 
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図-1 黒隠岩の T，G.A曲線
Ob 1: 1常呂郡置戸町墓地の沢 Ob 3: 奥尻島勝澗山




町産黒曜岩においては 3000- 4000C， 5500 - 6000Cに明瞭な急曲部が認められる。これに対し赤




め，鈴木9)も川崎，屋代の黒躍岩において 4000C附近， 8000 - 9000Cで急激に揮発性成分の逸
散が生ずるとしている。北海道の黒曜岩は赤井川産黒躍岩に見られる様に温度の上昇に伴い減
(132) 
北海道産破潟質岩co揮発性成分に関する研究 (1) 133 
量は漸増するが， 4000C附近， 7000 - 8000C或いは 8000C以上で揮発性成分の逸散がやや急激
に行なわれるものの様で神津や鈴木の結果に類似する。
真珠岩及び松脂岩: 真珠岩は紋別郡白滝白道の沢， 紋別郡鴻ノ舞，紋別郡上紋別，亀田
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図 2 真珠岩並びに松脂岩の T.G.A曲線
紋別郡上紋別林道 fPt 1: 紋別郡白滝村旧白滝























ついて 2000Cより 1000C間隔で 1，0000C迄各温度互に恒量値に達する迄加熱測定した(表 1)。
図-3-5は黒曜岩， 真珠岩及び松脂岩の減量一時間曲線を夫々 1例ずつ図示したものである。
黒躍岩の減量傾向は2種とも低温度程恒量に達する時間は長時間を要し， 赤井川産では




200 0.28 294 3.31 318 2.53 
300 0.30 354.5 0.47 194 4目24 250 I 3.68 174 3.11 
400 0.34 303.5 0.56 152 4.59 130 4.10 124 3.14 
500 0.40 190 0.64 124 4.51 95 4.39 116 3.17 
600 0.54 184 0.78 102 4.69 77 4.45 69 3.30 
700 0.85 70 4.72 48 3.38 
800 0.62 90 0.88 54 4.75 42 3.38 
900 0.70 113 0.90 48 4.77 38 I 4.55 42 3.38 
1，000 0.92 48 I 4.79 I 38 I 4.56 42 3.38 
黒 躍 岩 珠 恒ι'" 1r 珠 岩 松 目旨
白滝白道の沢 赤井川土木の沢 亀 尾 鴻 ノ 事寄ー 清
???
(134) 
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隠-3 加熱減量一時間曲線(黒曜岩赤井川，土木の沢)
9ll(_)T，1以泊三(
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図 5 加熱減量一時間曲線(松脂岩，清里)
温度においては3時間で恒量となるのに対し 5000Cでは70時聞を必要とし， 2000Cでは293時
聞を要する。叉鴻ノ舞産真珠岩でも 5000Cで5時間， 8000C 以上は3時間であるが， 4000Cで
は47時間， 2000Cにおいては280時間必要とした。松脂岩も真珠岩と同様の傾向を示し 4000C
以上では6時間以内で恒量に達するが， 3000Cでは 120時間， 2000Cにおいては 310時間を要
し，白滝の真珠岩もこれらの破璃と同じ傾向である。
一方恒量に達した時の各加熱温度に対する減量値を温度に対しプロットすれば図 6-7に
表わされる様に黒曜岩は温度に対し漸移的減量を示す。然し 5000- 600oC， 800 -9000Cにやや
急激な減量があり T.G曲線の傾向とほぼ合致する。然るに真珠岩， 松脂岩は低温度より急激
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攻璃中の揮発性成分は Shepherdl3)により黒曜岩について測定され， 88.4-98.6 vol %が
H20である事を明かにした。又岩崎ら14)は本邦の火山岩を加熱した時放出される揮発性成分と




考えてよいが，特に4000-5000C迄に放出される low-temperaturevolatilesは微量の A，N2， 
や若干の COzを除けば HzOであろう 15)。
火山改璃中の水の賦存状態は真珠岩波璃中で H20分子としての存在16)や， Si04水素結合
した H20分子の存在17)，18)が認められ，又浜町1)は真珠岩や松脂岩の水分の多くが付着水の形

































3. 真珠岩，松脂岩中の low-temperaturevolatilesは主として H20分子，水素結合した
HzO 分子よりなり叉方~I水に依る OH の形成など攻璃中に種々な存在状態が考えられ， これが
加熱温度により攻璃に残存するガス量が異なる理由なのかも知れない。
4. 一方真珠岩や松脂岩中の high-temperaturevolatilesや県曜岩中の揮発性成分の多く
はマグマより直接もたらされた pristine vola tileso)， 12)であると考えられ，水は OH基として存
在するのであろう。 H20以外にハロゲンガス特に Cl，F等も比較的多いと考えられるがこの
Cl ， F も火山攻璃の加熱B~5脹に重要な役割をはたす様で、ある。(昭和 48 iド4月 14日受理)
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